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世田谷区認知症施策評価委員会 委員名簿 （令和元年８月現在） 
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１ 委員長 学経 大 熊 由 紀 子 国際医療福祉大学大学院教授 
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６ 委員 地区医師会 山 形 邦 嘉 (社)世田谷区医師会理事 

７ 委員 地区医師会 山 口  潔 (社)玉川医師会理事 

８ 委員 地区歯科医師会 小 森 幸 道 (公社)世田谷区歯科医師会理事 

９ 委員 地区歯科医師会 島 貫  博 (公社)玉川歯科医師会副会長 

１０ 委員 地区薬剤師会 佐 伯 孝 英 (社)世田谷薬剤師会監事 

11 委員 地区薬剤師会 佐 藤 ひ と み (社)玉川砧薬剤師会副会長 

1２ 委員 介護保険事業者等 松 井 知 子 (株)みゆき代表取締役 せたがや訪問看護ステーション所長 

1３ 委員 介護保険事業者等 坪 井 伸 子 特定非営利活動法人語らいの家代表理事 

1４ 委員 介護保険事業者等 渡 辺 孝 行 (株)ジョイ たから居宅介護支援 

１５ 委員 介護保険事業者等 佐 藤 恭 子 若林あんしんすこやかセンター管理者 

１６ 委員 介護保険事業者等 内 藤 麻 里 奥沢あんしんすこやかセンター管理者 

１7 委員 家族会 髙 橋 聰 子 在宅介護家族の会「フェロー会」代表 

１８ 委員 家族会 加 畑 裕 美 子 レビー小体型認知症介護家族おしゃべり会代表 

1９ 委員 行政 柏 原 耕 治 朗 世田谷区北沢総合支所保健福祉センター保健福祉課長 

２０ 委員 行政 長 岡 光 春 世田谷区高齢福祉部長 

２１ 委員 行政 佐久間  聡 世田谷区高齢福祉部介護予防・地域支援課長（事務局） 

 

資料１ 



世田谷区認知症施策評価委員会設置要綱 

 

平成２７年９月２８日 

２７世介予第９９号 

 

（目的及び設置） 

第１条 区が実施する認知症施策について、学識経験者及び医療・介護関係者等によ

る意見等を取り入れることにより、認知症である者の在宅生活の継続を図るため、

世田谷区認知症施策評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を評価し、その結果を区長に報告する。 

（１）区が実施する認知症施策に関し、委員会が必要と認めること。 

（２）世田谷区認知症在宅生活サポートセンターの事業に関すること。 

（委員） 

第３条  委員会は、次の各号に掲げる者のうちから、区長が委嘱し、又は任命する   

委員２５人以内で組織する。 

（１）学識経験を有する者 

（２）認知症専門医その他の医療関係者 

（３）介護サービス事業者又は介護予防サービス事業者 

（４）認知症である者の家族で構成する団体の構成員 

（５）高齢福祉部長 

（６）総合支所保健福祉課長 

（７）前各号に掲げるもののほか、区長が必要と認めた者 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。 

（座長） 

第５条 委員会に座長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員会に副座長を置き、座長が指名する。 

３ 座長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、座長が招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席し、かつ学識経験を有する者である委員１人以上

が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、会議に出席している委員の過半数で決し、可否同数のときは、

座長の決するところによる。 

 

資料３ 



（関係者の出席） 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意

見、説明等を聴くことができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、高齢福祉部介護予防・地域支援課において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関する事項その他必要な事項

は、座長が定める。 

   附 則 

この要綱は、平成２７年１０月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 
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令和元年８月２６日 

                        介護予防・地域支援課 

 

世田谷区の認知症施策について 

 

 

 区における認知症施策について、平成３０年度の事業実績及び認知症在宅生活サ

ポートセンター（以下「センター」という）の準備状況について報告する。 

 

１、平成３０年度事業実績 

   認知症の早期対応・早期支援の取り組みとして、あんしんすこやかセンターでの

「もの忘れ相談窓口」「認知症初期集中支援チーム事業」のほか、身近な場所で医

師と相談できる全２７ヶ所のあんしんすこやかセンターで行う「地区型」、医師の

講話や個別相談会を合わせた「啓発型」を実施した。また、平成２８年度に開始し

た若年性認知症を含む軽度認知症の人が自ら意欲的に参加出来ることをめざした

「認知症当事者のための社会参加型プログラム開発事業」を実施し、３年間のまと

めとして認知症当事者のための社会参加型プログラム開発マニュアルを作成する等

認知症施策の総合的な推進に取り組んだ。 

  

・主な事業の平成３０年度実績 

事業名 平成３０年度実績 
あんすこの風

掲載ページ 

センタ

ー機能 

あんしんすこやかセンター

もの忘れ相談 
実件数１，２２８件 延件数９，４２９件 

（３０分以上の相談件数） 
32～35 

 

認知症初期集中支援チーム

事業 

実数８０人 延数４７７人 

（訪問対象者のうち在宅継続率９割） 
37 機能１ 

認知症家族支援 家族会 ３１回実施 実数１００人 延数１７５人 38・39 機能２ 

認知症家族のための心理相

談 
１０回実施 実数 １８人 延数 １８人 39 機能２ 

家族介護者のためのストレ

スケア講座 

２講座実施（１講座６回制） 

実数３５人 延数１６０人 
40 機能２ 

もの忘れチェック相談会 

（従来型） 
５回実施 実数 ３１人 

45・46 機能２ 
（地区型） １２回実施 実数 ３３人 

（啓発型） ５回実施 実数１８４人 

認知症講演会 ３回実施 延数１１５人 41・42 機能３ 

うつ予防事業 １回実施 実数 ３７人 48 機能３ 

 

 

 

 

資料４-① 
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２、センターの準備状況 ・・・別紙参照 

平成３０年度より、センターの開設準備室である認知症在宅生活ザポート室

（豪徳寺２丁目２８番３号 旧厚生会館内）において、区と委託事業者による併

行運営を開始している。 

区と委託事業者は定期的に連絡会議を開催し、センター構想に基づく５機能の

事業について、センターホームページ開設及びセンター機関誌発行の準備等を実

施している。 

 

３、今後の取り組みについて 

① センター機能に係る事業は、センター構想に基づいて計画どおり実施できて

おり、令和２年度のセンターの円滑な開設に向け、確実な運営体制づくりを

さらに進める。 

② 認知症サポーターのさらなる養成や活用、認知症カフェの未整備地区の開設

等の支援に取り組み、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを進める。 

③ 認知症本人交流会の定期開催の準備と認知症の本人や家族による認知症施策

の企画・評価への参画など、当事者の視点を重視した取り組みを進め、認知

症施策を総合的に推進する。 

 

事業名 平成３０年度実績 
あんすこの風

掲載ページ 

センタ

ー機能 

認知症当事者のため

の社会参加型プログ

ラム開発事業 

・平成２８年度に開始した世田谷地域（高齢者在宅

サービスセンターデイ・ホーム弦巻）でのプログラ

ムと平成２９年度に開始した玉川（高齢者在宅サ

ービスセンターデイ・ホーム等々力）、烏山（デイホ

ーム語らいの家）地域でのプログラムの継続的支

援を実施 

・平成３０年度は北沢(デイサービスすずらん梅

丘)、砧(優っくりデイサービス喜多見)地域で実施 

・福祉施設のイベント、調理補助、保育園におけ

る環境整備、農園での環境整備、野菜の袋詰め

作業 

・普及啓発を目的とした事業説明会の実施、プロ

グラム開発手法マニュアルの作成 

48・49 機能４ 

医師による認知症専

門相談事業 

７回実施 実数７人 
46・47 機能４ 

認知症サポーター養

成講座 

１１５回実施 延数３，５３９人 

累計３１，６５８人 
42・43 機能５ 

認知症サポータース

テップアップ講座 
１講座実施（２日制） 実数１２人 延数２２人 44 機能５ 

認知症サポーターフ

ォローアップ講座 
１講座実施 実数５人 44 機能５ 
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・世田谷区認知症在宅生活サポートセンター構想のスケジュール 

 

センター 

機能 

主な事業 
令和元年度 

センター委託事業者と併行運営 

令和２年度 

（予定） 

機能１ 

訪問サービ

スによる在

宅支援サポ

ート機能 

・認知症初期集中支援チーム

事業 

  

機能２ 

家族支援サ

ポート機能 

・認知症家族会、勉強会 

・家族のための心理相談 

・もの忘れチェック相談会 

 

 

機能３ 

普及啓発・

情報発信 

機能 

・認知症講演会 

・介護者の会、家族会一覧 

・認知症ケアパス 

  

機能４ 

技術支援・

連携強化 

機能 

 

・認知症専門相談員連絡会 

・医師による認知症専門相談事業  

・世田谷区認知症ケアプログ

ラム推進事業 

 

 

 

機能５ 

人材育成 

機能 

・認知症サポーター養成講座 

・認知症サポーターステップ

アップ講座 

・認知症サポーターフォロー 

アップ講座 

  
 

 
 

 

開設準備 

体制 

・認知症在宅生活サポート室 

・認知症施策評価委員会 

 
 

 

 

 

もの忘れチェック相談会 
（地区型・啓発型）の本格実施 

認知症本人交流会の実施、認知症

カフェ一覧・認知症ケアパスの内

容更新、センターホームページ開

設及びセンター機関誌発行の準備 

 

世田谷区認知症ケアプログラム推進 

事業。２クール実施（介護事業所職 

員向け研修） 

別紙 

認知症ののプログラムの普及及び支 

認知症対応型通所介護施設での 

プログラムの普及、巡回等による 

支援 

 
センターホー
ムページ開設
及びセンター
機関誌発行 

各地域年 2回 
計 10 回 

認知症サポーター養成講座の事
務局業務、全区版認知症サポー
ター養成講座 

 

 

認
知
症
在
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
（
委
託
） 

訪問実人数
の拡充 
(年間 140 人) 

訪問実人数（年間 110 人） 

 

センター委託事業者が専従体制 

区と委託事業者の併行運営 

 

年２回開催 

 

認知症在宅生活サポート室の業務委託 

 
センター委託管理 

年２回開催 

 

各地域年 1回、計 5回 





















































 

 

令和元年度第１回「認知症とともに生きる本人交流会」 実施報告 

（１）目的・ねらい 

  認知症の本人が、自らの体験や想い、必要としていることを語り合う場（以下、「本人

交流会」という。）を開催し、意見を聞き、生活支援ニーズ等を把握することにより、本

人の視点を重視した支援や地域づくりに活かすことを目的とする。 

 

（２）対象者 

①認知症の本人で、自らの体験や想い等を話すことに意欲的である区民。 

②家族や友人等、本人が交流会に参加することを支援するパートナー。 

 

（３）内容 

①認知症の本人同士が自分の体験や想い・意見・提案等を主体的に発言できるような

交流会とする。 

②企画委員を設けて、交流会の準備（チラシの作成等）や当日の会の運営を事務局と

一緒に企画する。 

③本人が安心して参加できるよう、認知症の本人だけでなく、家族や友人等のパート

ナーの参加を可能とする。 

    

（４）周 知     

・認知症の本人（企画委員）と共に作成したチラシをケアマネジャーを通じて 

個別案内 

 

（５）実施日時     

・令和元年８月１日（木）午後２時～３時３０分 

 

（６）実施場所     

・三茶しゃれなあどホール５階  スワン 

 

（７）参加者数     

・認知症当事者４名（５０代～８０代、男性１名・女性３名） 

・家族２名 

・パートナー６名（ケアマネ・あんすこ等） 

 

（８）当日の内容  

  ①自己紹介  （ニックネーム、出身地等） 

  ②日頃の生活状況 

  ③～住みやすい世田谷を目指して～ 

「わたしがやりたいこと、楽しみにしていること」 

  ④アンケート記入 

資料６ 



 

 

 

（９）実施状況等 

  アイスブレークで和やかな雰囲気となり、参加者は終始楽しそうに参加。認知症状の

進行予防のため、日頃から手帳の記入や金銭の全収支をメモしていること、できるだけ

身体を動かす等の努力をしている話題があり、お互いの意見に感心していた。 

 参加者全員がアンケートで、次回も同様の機会があれば参加希望とのこと。また、パー

トナーから、次回も機会があれば別の当事者の方にもご案内したいとの意見が聞かれた。

今回の振り返りの会を企画委員と近日中に実施し、次回以降につなげる予定。 
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令 和 元 年 ８ 月 ２ ６ 日 

高齢福祉部介護予防・地域支援課 

 

              

 「（仮称）世田谷区認知症施策推進条例」制定の検討について 

 

 

１ 主旨 

区では、認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して住み続けられる社

会を実現することを目的に、区・区民・事業者が、その基本理念やそれぞれの役割を広

く共有し、地域共生社会の実現に向けて一体となって取り組むことを明らかにするため、

認知症に関する条例制定に向けた検討を進めており、その検討状況について報告する。 

 

２ 検討体制 

庁内条例検討プロジェクトチーム（ＰＴ）による検討のほか、世田谷区認知症施策評

価委員会と世田谷区地域包括支援センター運営協議会の委員の中から、学識経験者や認

知症専門医等、認知症に関する専門的な知識を有するもので構成した（仮称）世田谷区

認知症施策推進条例検討委員会を設置し検討している 

＜庁内条例検討ＰＴ、委員＞ 

会長：高齢福祉部長 

委員：砧総合支所保健福祉センター保健福祉課長（各支所保健福祉課代表）、北沢総合

支所保健福祉センター健康づくり課長（各支所健康づくり課代表）、政策経営部

政策企画課長、地域行政部地域行政課長、保健福祉部調整・指導課長、保健福

祉部生活福祉担当課長、世田谷保健所健康推進課長 

＜（仮称）世田谷区認知症施策推進条例検討委員会、委員＞ 

区分 氏名 職（所属）等 

学識経験者 

村中 峯子 東京医療保健大学大学院看護学研究科非常勤講師 

和気 純子 首都大学東京人文社会学部教授 

田中富美子 
弁護士、世田谷区社会福祉協議会成年後見センター

事例検討委員会副委員長 

専門医 新里 和弘 都立松沢病院認知症疾患医療センター長 

地区医師会 
太田 雅也 世田谷区医師会理事 

山口  潔 玉川医師会理事 

介護保険事業者 徳永 宣行 世田谷区介護サービスネットワーク代表 

家族会 髙橋 聰子 在宅介護家族の会「フェロー会」代表 

地域活動団体 金安 博明 世田谷区社会福祉協議会地域社協課長 

行政 長岡 光春 世田谷区高齢福祉部長 

資料７ 



2 

 

 

 

３ これまでの検討内容 

庁内条例検討ＰＴを４回、（仮称）世田谷区認知症施策推進条例検討委員会を２回実施

し、これまでの認知症施策の進捗状況の確認、条例の基本的な考え方・基本理念の検討、

認知症施策における区・区民・事業者の主な役割などを検討した。 

 

４ ワークショップの実施概要 

区民、家族会、関係機関など地域の様々な立場の方から、地域全体で何ができるか、

何が求められているのか等の意見を求めるために、以下のとおりワークショップを開催

した。 

（１）日時・場所 

 令和元年６月２３日（日）１４時～１６時・北沢タウンホールスカイサロン 

（２）テーマ 

認知症の方の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して住み続けられる社会の実

現に向けた課題や必要なこと 

（３）参加者 

一般公募に加え、認知症講演会受講者、家族会や介護事業者あてに募集案内を行っ

たところ、地域にお住まいの家族会、介護事業者等の関係機関から３１名が参加した。 

   内訳 人数 備考 

区民 １６ 
一般公募、認知症講演会受講者、もの忘れチェック相談会

受講者、認知症カフェボランティア、認知症サポーター 

家族会等 ３ 家族会・認知症カフェ運営者 

介護事業者 ８ 

あんしんすこやかセンター（認知症専門相談員、東京都認

知症介護指導者）、ケアマネジャー、認知症デイサービス、

小規模多機能居宅介護、世田谷ボランティア協会 

医療関係者 ２ 区内医療機関（精神保健福祉士）、区職員（保健師） 

学識経験者 ２ 
東京医療保健大学大学院看護学研究科講師 

日本大学文理学部社会福祉学科教授 

（４）運営方法 

   事務局からワークショップの主旨と進め方について説明を行った後、参加者が認知

症施策について理解した上で意見交換ができるよう、ワークショップを始める前に世

田谷区の認知症施策についてのミニ講話を行った。 

ワークショップは、リラックスした雰囲気で多くの意見が出るようワールドカフェ

方式で行い、参加者を４つのグループに分け実施した。各グループには進行補助とし

てファシリテーター１名を配置した。そして、第１セッションと第２セッションに分

け、セッション毎に参加者がテーブルを移動して新たなグループで話し合いを行った。  

その後、第３セッションとして、最初のグループで話し合いの結果をとりまとめ、

各グループで発表した。 
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（５）主な意見（概要） 

本ワークショップにおいて、各グループの討議を通じて出された主な意見を整理す

ると以下のようになる。 

■本人、家族について 

・今は非常に安定していて、それは自立しているからである。具体的には、自己決定、

例えば、お金の管理は自分でする、毎日日記を書くことで短期のもの忘れをフォロ

ーする。そうすることで、心の安定が変わった。 

・認知症の方が自分で決めていくことは大切だ。決められる方は、決めていただけれ

ばいいが、決められない方をどう支えていけばいいのか、特に家族がいない方など。 

・認知症の方が、認知症ということを認めて、どうやって前向きに考えられるかとい

う中で、認知症というのが悪いことで隠そうとすることがひとつの問題ではないの

か。カミングアウトできない環境があると思う。正しい普及活動がもっと必要。 

・支える側の自分を大切にすることを基準とするべき。自分が倒れてしまっては本末

転倒である。 

■相談窓口、場（居場所） 

  ・今後一人暮らしの方が増えてくると思うが、現在のあんしんすこやかセンターの数

ではまかないきれないので、一人暮らしの方の相談相手になるような人が必要。 

・認知症の方が議論する場が他の自治体で様々開催されているが世田谷区では開催し

ているのか。家族とは全く違う想いを認知症の方は抱いていることがよくあるので。 

・メールでの相談、「認知症相談アプリ」のような相談ツールが作れると良い。 

・「うめとぴあ」に入る認知症在宅生活サポートセンターに、認知症に関わる人たちが

集まり、情報交換のできる場所を作って欲しい。 

■地域の理解、見守り 

・認知症に対する地域の理解がまだまだ足りない。認知症だけで悪みたいなイメージ

があるため、認知症の方達が隠そうとするから表に出てこなくて、酷くなって周り

が気づいてあんしんすこやかセンターに連絡がある。もっと認知症のイメージを変

えられないかと思う。 

・支えあいサービス協力員がもっと増えると良い。 

・元気な高齢者がこれから増えていくと思うが、地域の見守りを推進することが大切。 

■若年性認知症 

・若年性の認知症の方が増えていて、若い方は高齢者のデイケアでは合わなくて上手

くいかない。 

・若年性の認知症の方は就労意欲がある。希望しているところが、高齢の方とは違う。 

■予防 

・予防というのは、認知症にならないことではなく、生活習慣とか健康を保つことな

ど、基本的な体調管理が大事。 

■その他 

・１回だけでなく継続してワークショップを開催して欲しい。 


